
新型コロナウイルス感染症陽性者の同居家族である濃厚接触者に係る取扱いについて 

 

１ 濃厚接触者について 

新型コロナウイルス感染症陽性者と接触した方のうち、感染しているリスクが高いとし

て以下の定義に当てはまる方は、「濃厚接触者」として、自宅待機等をお願いしています。 

 

＜濃厚接触者の定義＞ 

・ 手で触れることのできる距離（1 メートル）で、必要な感染予防策なしで患者と 15 分

以上の接触のあった者 

・ 患者と同居あるいは長時間の接触（車内・航空機内等を含む）があった者 

・ 適切な感染防護（マスクの着用など）なしに患者を診察、看護もしくは介護をした者 

・ 患者の気道分泌液もしくは体液などの汚染物に直接触れた可能性のある者 

＜濃厚接触者にお願いしていること＞ 

  新型コロナに感染している可能性があることから、感染者と接触した後７日間は自宅

待機いただき、１０日間を経過するまでは検温などご自身による健康観察を行うこと 

 

２ 同居家族等である濃厚接触者の自宅待機に係る取扱い 

  新型コロナの陽性者が自宅療養されている場合、その同居家族については、家庭内で接

触せざるを得ず、待機期間が長期に及ぶことから、国において、以下のとおり取扱いが見

直されました。 

＜従来の取扱い＞（～令和４年２月１日） 

 陽性者との最終接触日から７日間 

 例）子どもの看病で濃厚接触者となった親は、子どもの療養期間（7 日目までに軽快すれ

ば 10 日間）終了の翌日から７日間（実質 17 日間）で解除 

＜新たな取扱い＞（令和４年２月２日～） 

 「感染者発症日」か、「住居内での感染対策※を始めた日」の遅い方の翌日から７日間 

例）子どもの看病で濃厚接触者となった親が、子どもの発症後、すぐに感染対策をとった

場合、子どもの発症日の翌日から７日間で、親が発症しなければ解除 

  同居家族等の中で別の家族が発症した場合は、改めてその発症日が０日目となります。 

 ※感染対策：マスク着用、手洗い、共用部分の消毒、タオル等の共用を避ける 等 

 

本件及び濃厚接触者に関することは京都府ホームページに掲載しておりますので、参

考にしてください 

新型コロナウイルス感染症患者の濃厚接触者である同居家族等の待機期間の取扱いについて 

http://www.pref.kyoto.jp/kentai/corona/doukyonoukoutaikikikan.html 

新型コロナウイルス感染に不安のある皆さまへ（濃厚接触者Ｑ＆Ａ） 

http://www.pref.kyoto.jp/kentai/corona/qa.html 

 

  ご不明な点については、きょうと新型コロナ医療相談センター：075-414-5487 

  （365 日 24 時間、京都府・京都市共通）までお問い合わせください 

別紙 
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